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中学・⾼校レベルの数学知識で、
AI・機械学習の理論を無理なく学ぼう！

中学・⾼校の基本から学ぶ
AIの数学

 ⽣成AIの登場により機械学習・深層学習などの⽤語
が浸透した⼀⽅、原理の理解には難解な数学が壁とな
ります。本書はその壁を乗り越える「ハシゴや脚⽴」
として、理論に登場する数学をやさしく解説。中学・
⾼校の数学知識を前提に、公式の意味や式の展開を丁
寧に説明し、⽳埋め問題も活⽤してじっくり学べる構
成です。AI時代に必須の数学知識を無理なく習得でき
る、初学者必読の書籍。
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